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【新規】＝新規事業、　【拡充】＝拡充事業、　【継続】＝継続事業

令和元年度 の 主な事業

　  基幹産業の強化〇

【継続】農業後継者育成推進事業

　　　　地域農業の次代を担う人材の安定確保、育成と持続的発展を図るとともに、定住人口　

　　　　  の増加や雇用機会の創出を目指す事業です。

【継続】特産品開発支援事業

　　　　地域特産品の開発やＰＲを行う事業者への助成事業です。

            （補助率：50％、補助上限額：50万円）

〇その他

　ふるさと応援寄附事業、花
か き

卉野菜生産体制強化対策事業、林業専用道川上咲梅線整備事業、森林環境保全整備事業、有害

鳥獣駆除事業、沿岸漁業資源増大促進事業、若年者等雇用促進事業など

担い手対策の推進、特産品開発、販路開拓等への取組などを進めます。

　  子どもたちの健全育成〇
学校教育や社会教育、社会体育活動などの一層の充実に向

けた取組を進めます。

【新規】静内川右岸左岸体育施設整備事業

           各施設を快適に利用できるよう、右岸テニスコート及び左岸サッカー場に簡易トイレ

　　　　  （各１基）を設置します。

【新規】アスベスト除去事業

　　　　児童の安全を確保するため、三石小学校校舎煙突のアスベスト除去工事を行います。

【拡充】奨学金事業

　　　　これまで給付型と貸付型の２制度があったものを「給付型」に一本化し、併せて給付金額の増額を行い、成績が優秀で

              あるにもかかわらず経済的理由で修学が困難な状況にある生徒・学生などに修学機会を提供し、人材育成を推進します。

【継続】幼児・児童・生徒芸術鑑賞会

　　　　子どもたちの豊かな創造性や感性を育むことを目的として芸術鑑賞会を開催します。

〇その他

   地方創生事業、高等学校修学支援事業、小中学校就学援助事業、スクールバス購入事業、スポーツ教室開催事業、郷土文

化事業、ブックスタート事業、姉妹都市交流事業など

　  防災対策の強化〇 被害を最小限にとどめるため、町の防災力を高めていきます。

【新規】移動電源車整備事業

　　　　災害による大規模停電が発生した際の災害対策本部や避難所の機能を維持するとともに

　　　　  迅速な住民支援を行うために必要な電源車両の整備事業です。

【新規】御園地区農業用用排水路災害防止事業

　　　　御園地区の大雨浸水被害の軽減を図るための排水路整備事業です。

【継続】自主防災組織資機材整備事業

　　　　自主防災組織に必要な防災資機材の整備助成事業です。

【継続】防災行政無線デジタル化整備事業

　　　　防災行政無線のデジタル化に向けた実施設計委託事業です。

　　　　 （整備概要～親局一式、中継局、簡易中継局、遠隔制御局、屋外拡声子局、 戸別受信機などを整備します）

〇その他

　河川埋
ま い そ く ど

塞土除去事業、津波災害避難路整備事業、ＬＰガス発電機の整備、災害用備蓄品の購入事業、御園地区災害防止事

業、駒場地区治山事業など

　  その他〇

【新規】合葬墓新設事業

　　　　核家族化や非婚化など家族形態が多様化するなか、家族による継承を前提とした墓制度の維持が困難となってき

　　　　  ている現状を捉え、墓の継承に不安を抱く町民の皆さまが共同で利用することができる合葬墓を新設します。

【新規】静内庁舎大規模改修事業

　　　　静内庁舎の自家発電装置（非常用電源）の老朽化に伴う更新及び災害などにより大規模停電が発生した際

             に、移動電源車を活用し災害対策本部の設置・運営や一定の行政サービスを提供するための電気設備改修

　　　　 事業です。

町の貯金 と 借金の状況

 町債（借金)

会  計 令和元年度末の
町債の見込み額

町民一人あたり
※H31.3月末人口で
　割った額

一般会計 205億3,750万円 920,015円

特別会計
・簡易水道事業
・下水道事業
・介護サービス事業

70億  744万円 313,911円

企業会計
・水道事業
・病院事業

25億1,335万円 112,590円

 基金（貯金)

区　分
令和元年度末の

基金残高の見込み額

町民一人あたり
※H31.3月末人口で
　割った額

財政調整基金
災害や急を要する経費に備
えるために設置された基金

（貯金）です。

４億8,775万円 21,850円

減債基金
町債（借金）の返済を計画
的に行うために設置された
基金（貯金）です。

４億8,352万円 21,660円

その他特定目的基金
財政調整基金と減債基金以外
の特定の目的（農業や漁業の
振興など）のために設置され
た基金（貯金）です。

19億2,113万円 86,061円

　  生きがいの持てる地域づくり〇
医療・介護・福祉の連携を進めます。出産や子育て

の支援など若年層へのサポートに力を注ぎます。

【新規】婚活イベントの開催

            独身の男女に出会い・交流の場を提供し、これを交際や婚姻へと結びつけ、新ひだか町 

              への定住や新たな人口の流入を目指す事業です。

【新規】新生児聴覚検査助成事業

　　　　新生児の聴覚障がいの早期発見・早期療育を図り、聴覚障がいによる音声言語発達へ　

　　　　 の影響を最小限に抑えることを目的に新生児聴覚検査の費用を助成します。

              （一人3,000円）

【拡充】医療技術者等修学資金貸付金事業

　　　　成績が優秀であるにもかかわらず経済的理由により修学困難な方で、将来、町内の医療機関などに勤務しようとす

　　　　  る学生などに対し、修学資金の貸し付けを行うことにより、医師や看護師等の確保・充実を図る事業です。

              （浦河赤十字病院の看護学校生も対象となるよう制度を拡充しました）

〇その他

　地域支援事業、予防接種、こども医療費助成事業、妊婦定期検診交通費助成事業、豊畑複合施設整備事業、障がい者福祉

事業、総合町民センター利用奨励補助金など

新ひだか町婚活イベント キービジュアル・デザインアイコン

［男性版］［女性版］

　  環境に配慮したまちづくり〇 先人たちが守り築いてきた大切な財産を守り、育て、

地域のために生かしていきます。

【継続】海外観光客誘致促進事業

　　　　台湾からの観光客の誘致を図るため、台湾の北海道観光情報誌へ広告を掲載するととも

              に、受入側となる町内ホテルや飲食店における外国語対応メニューの作成を促進します。

【継続】二十間道路桜並木樹勢回復事業

　　　　本町の大切な財産である桜並木の樹勢回復を目的に、桜病害・枯枝等の処置、後継樹の

　　　　  育成などを実施します。

【継続】滞在・移住促進事業

             定住人口の増加や交流人口の拡大を促進するため、ちょっと暮らし住宅の提供や各種ＰＲ事業を実施します。

【問合せ】総務課財政グループ　☎49‐0259（直通)

令和元年度の主な事業

新規就農者

防災行政無線の屋外スピーカー

簡易トイレ

婚活イベント

二十間道路の桜


